
■
人
権

人
権
擁
護
委
員
▼

加
賀
谷
ユ
ウ
子(

高
陽)

■
交
通
安
全

交
通
指
導
隊
員
▼

川
上
時
男(

河
辺)

、
飯

坂
敦
澄(

外
旭
川)

　

地
区
交
通
安
全
協
会
役
員
▼

加
賀
谷
幸
雄

(

寺
内)

、
髙
橋
義
美(

新
屋)

■
自
治
振
興

町
内
会
長
▼

富
谷 

赳(

千
秋)

、
木
内
鑛
生

(

広
面)

、
松
田
富
夫(

楢
山)

、
深
澤 

守

(

東
通)

、
堀
井 

満(

楢
山)

、
岡
部
か
ず
子

(

楢
山)

、
武
石
淳
三(

千
秋)

、
北
林
美
和

子(

保
戸
野)

、
関
谷
秀
樹(

保
戸
野)

、
中

川 

清(

八
橋)

、
石
田 

𣳾(

大
町)

、
中
島

康
介(

旭
川)

、
松
本
勝
也(

高
陽)

、
伊
藤

隆
一(

旭
南)

、
渡
辺
正
宏(

山
王)

、
石
田

達
郎(
山
王)

、
髙
橋
正
行(

川
尻)

、
成
田

昭
仁(
牛
島)

、
大
野 

清(

卸
町)

、
佐
々

木
慶
一(
手
形)

、
木
曽 

護(

土
崎
港)

、

南 

慶
嗣(

土
崎
港)
、
一
ノ
関
敏
昭(

土
崎

港)

、
駒
野
谷
慎
一(
土
崎
港)

、
森
丘
健
二

(

土
崎
港)

、
佐
藤
一
紀(
新
屋)

、
石
井 

護

(

寺
内)

、
藤
原
敬
夫(

土
崎
港)

、
成
沢
喜

孝(

飯
島)

、
保
坂 

進(

飯
島)

、
長
坂
一
二

(

上
新
城)

、
新
田
英
明(

仁
井
田)

、
後
藤

和
雄(

仁
井
田)

、
大
縄 

聖(

御
野
場)

、
阿

部
正
久(

下
北
手)

、
安
宅
一
男(

下
浜)

、

渡
辺 

肇(

金
足)

、
野
原
喜
美
雄(

寺
内)

、

堀
井
光
雄(

御
所
野)

、
藤
原 

直(

河
辺)

、

石
塚
敦
男(

河
辺)

、
山
田
雄
造(

河
辺)

、

那
須
新
一(

雄
和)

■
社
会
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▼

チ
ー
ム
こ
ま
ち
＆
な
ま
は
げ

民
生
委
員･

児
童
委
員
▼

石
黒
比
佐
司(

新

屋)

、
鈴
木
久
忠(

上
北
手)

、
戸
嶋
元
美

(

大
住)

、
那
須
惠
子(

雄
和)

、
髙
島 

洋

(

新
屋)

、
佐
藤
定
男(

新
屋
勝
平)

、
佐
藤

昭
博(

外
旭
川)

、
船
山
久
美
子(

飯
島)

、

高
橋
裕
樹(

仁
井
田)

、
丸
山
春
男(

雄

和)

、
本
間
淑
子(

土
崎)

、
渡
邊
清
明(

土

崎)

、
原
田
順
子(

新
屋)

、
安
田
正
衛(

下

新
城)

、
相
場
利
治(

仁
井
田)

、
安
田
道
子

(

金
足)

、
柴
田
明
美(

新
屋
勝
平)

、
長
谷

川
正
彦(

四
ツ
小
屋)

、
最
上
誠
子(

土
崎

南)

、
赤
坂
睦
子(

寺
内)

、
相
原
和
子(

浜↑

野
口
か
お
り
さ
ん(

保
戸
野)

　
秋
田
市
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
、
本
市
教
育
行
政
の
重

要
事
項
に
つ
い
て
意
見
や
提
言
を
行
っ
た
ほ
か
、
教
育
委
員

会
委
員
長
と
し
て
会
議
運
営
を
主
導
す
る
な
ど
、
本
市
教
育

委
員
会
の
適
切
な
運
営
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

＊上記に記載の催しは新型コロナウイルスの影響により、変更になる場合がありますので、ご了承ください。

市
勢
発
展
へ
多
大
な
貢
献

市
勢
発
展
へ
多
大
な
貢
献

令
和
４
年
度
秋
田
市
功
労
者

令
和
４
年
度
秋
田
市
功
労
者

浅
利
香
津
代
さ
ん(

東
京
都)

　
秋
田
市
出
身
の
女
優
と
し
て
本
市
の
魅
力
発
信
に
尽
力
さ

れ
た
ほ
か
、
平
和
に
関
す
る
講
話
や
土
崎
空
襲
を
テ
ー
マ
に

し
た
絵
本
の
朗
読
を
行
う
な
ど
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
平
和
意
識
の
醸
成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 　

７
月
12
日
は｢

市
の
記
念
日｣

で
す
。
明
治
22
年
７
月
12
日
の
秋
田
市
役
所
開
庁
に
ち
な
ん
で

昭
和
３
年
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
７
月
12
日
(火)
午
前
10
時
30
分
か
ら
文
化
会
館
で
、
市
の
記
念
日
式
典
を
開
催
し
、

市
勢
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
123
人
、
２
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
▼

総
務
課
☎(

８
８
８)

５
４
２
３

＊
か
っ
こ
内
は
住
所
で
、
民
生
委
員･

児
童
委
員
は
担
当
地
区
名
で
す
。

４市外局番＝☎018

青
木
隆
吉
さ
ん(
将
軍
野)

　
秋
田
公
立
美
術
工
芸
短
期
大
学
教
授
と
し
て
教
育
に
尽
力

さ
れ
た
ほ
か
、
デ
ザ
イ
ン
分
野
や
伝
統
工
芸
分
野
に
関
す
る

各
種
団
体
の
役
員
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
本
市
の
文
化
芸
術

振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

髙
橋
良
治
さ
ん(

牛
島)

　
丸
果
秋
田
県
青
果
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
社
長
と
し

て
、
安
全
で
安
心
な
生
鮮
食
料
品
な
ど
を
安
定
的
に
供
給
す

る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
ほ
か
、
産
地
と
連
携
し
本
市
の
農

林
水
産
業
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

功
労
者
表
彰

功
労
者
表
彰

一
般
表
彰

一
般
表
彰(

敬
称
略)

市政トピックス



田)

、
高
橋
美
佐
緒(

仁
井
田)

、
佐
々
木
春

敏(

河
辺)

、
松
山 

明(

雄
和)

、
森
谷
育
子

(

広
面)

、
石
井
順
子(

下
新
城)

、
植
村
ひ

ふ
み(

四
ツ
小
屋)

、
武
田
千
鶴
子(

桜)

、

川
越
政
美(

大
住)

、
熊
谷
幸
雄(

河
辺)

■
保
健･

医
療

地
域
保
健
推
進
員
会
会
長
▼

髙
橋
京
子(

新

屋)

、
櫻
田
洋
子(

太
平)

■
環
境

環
境
審
議
会
委
員
▼

竹
田
勝
美(

中
通)

、

津
村 

守(

太
平)

、
村
中
孝
司(

外
旭
川)

■
産
業
振
興
　

商
業
振
興
▼

越
中
谷
永
一(

土
崎
港)

、

佐
藤
宏
悦(

上
北
手)

、
土
田
由
仁(

土
崎

港)

、
麥
澤
博
英(

中
通)

山
林
看
守
人
▼

米
塚 

肇(

山
内)

、
井
川
博

之(

下
北
手)

、
佐
々
木
繁
明(

河
辺)

■
教
育･

文
化

青
少
年
育
成
▼

和
泉
孝
枝(

楢
山)

、
齊
藤

洋
子(

楢
山)

、
長
門
玲
子(

川
尻)

、
萬
谷

憲
一(

飯
島)

、
佐
藤
貴
子(

飯
島)

、
福
井 

精(

下
浜)

、
舩
木
勇
一(

濁
川)

、
佐
々
木

廣
次(

手
形)

、
大
嶋 

満(

太
平)

、
工
藤

明
美(

東
通)

、
田
子
多
津
子(

山
手
台)

、

齊
藤 

昭(

御
所
野)

、
宇
佐
美
や
す
子(

金

足)

、
永
田
凡
人(

上
新
城)

児
童
育
成
ク
ラ
ブ
世
話
人
▼

佐
々
木
茂
美

(

土
崎
港)

、
髙
橋
由
紀
子(

大
住)

、
林 

百

合
子(

牛
島)

、
佐
々
木
寿
子(

大
住)

、

夏
井
ヒ
サ
子(

保
戸
野)

、
千
葉
廣
子(

飯

島)

、
工
藤
ヤ
ス
子(

飯
島)

、
大
友
ヒ
ロ
子

(

雄
和)

生
涯
学
習
奨
励
員
▼

加
藤
久
行(

東
通)

、

金
子
真
悟(

大
町)

、
佐
藤
富
子(

泉)

、
石

川
和
夫(

下
浜)

、
畠
山
育
子(

楢
山)

、

佐
々
木
タ
ヱ
子(

雄
和)

■
都
市
整
備

秋
田
駅
東
第
三
地
区
土
地
区
画
整
理
審

議
会
委
員
▼

嵯
峨 

武(

手
形)

■
善
行

善
行
▼

秋
田
建
築
労
働
組
合 

青
年
部

↑

■大森山動物園☎(828)5508
■赤れんが郷土館(重要文化財建造物　　
　　　　｢旧秋田銀行本店｣のみ開放) ☎(864)6851

■民俗芸能伝承館(貸出施設の利用を除く)
☎(866)7091

■旧金子家住宅 ☎(866)7091
■久保田城御隅櫓 ☎(832)1298
■旧黒澤家住宅 ☎(831)0285
■秋田城跡歴史資料館 ☎(845)1837
■旧秋田藩主佐竹氏別邸(如

じ ょ

斯
し

亭
て い

)庭園 ☎(834)6300

５　広報あきた　2022年７月１日号

７月12日７月12日(火)(火)の｢市の記念日｣の｢市の記念日｣
次の施設を無料開放します次の施設を無料開放します

　秋田市文化選奨は、芸術･学術などの
各分野において、優れた作品を発表し、
市の文化の振興に貢献されたかたに贈ら
れます。今年度は、次のかたがたが受賞
されました。

◆文化選奨の表彰式を７月22日(金)午後４時か
ら、ANAクラウンプラザホテル秋田４階シ
リウスで開催します。一般参列は事前申込
制です。申し込みは、７月12日(火)午前８時
30分から文化振興課へ。

■受賞者

現代詩への旅

■作品名

 【部門】学術 【部門】学術

　本作品は、令和元年
６月から４年１月まで
秋田魁新報に毎月１回
掲載(全32回)されたも
のです。
　保坂銀蔵、中村長
二、芥川 芳ら歴史に

埋もれてしまった人から小坂太郎、沢木
隆子、押切順三ら著名な詩人まで、本県
の現代詩史を築いた34人を作品ととも
に取り上げた内容で、本県文学史上、貴
重な成果として評価されました。

佐々木久春さん
(広面)

秋田市文化選奨秋田市文化選奨
令和４年度令和４年度

■受賞者

第26回秋田港の唄
全国大会優勝

■作品名

 【部門】芸能 【部門】芸能

　土崎港出身の金子
洋文氏が作詞作曲し
た｢秋田港の唄｣を伝承
し、郷土の発展を期す
るために、平成５年か
ら開催されている全国

大会で優れた成績を収めました。
　日々、民謡研

け ん

鑽
さ ん

の傍
かたわ

ら県内外の各種民
謡大会に積極的に参加してきたほか、市
内小学校などでの民謡披露を継続するな
ど、その普及に尽力されています。

大川あけみさん

(土崎港)
〈本名:明美〉

問い合わせ▶文化振興課☎(888)5607


